
超音波スケーラーは使用せず、ハンドスケーラーのみ使用。	
  
口腔外バキュームは常時口腔に近づけて使用している。	
  
アシスタントが1名ついてサポートを行う。 

歯科衛生士の診療 



治療後の清掃・消毒から器材のセッティング	
  
所要時間　約5分 

ユニットの肘掛け 

アルコールを浸した	
  
キッチンペーパーを使用 

エンジンヘッド側 

口腔外バキュームは、形が複
雑なため拭き取りにくい。	
  
カバーリングを検討している。 



ユニットトレー台のカバーは、A3コ
ピー用紙を使用。（安いので） 

操作パネルにバリアフィルム＊ 

グリップにバリアフィルム＊ 

＊は、以前より実施している 

バリアフィルムが入手で
きない場合は、ラップを
巻き付けたり、セロテー
プで固定してもよい。 



スリーウェーのノズルをセットし、
グリップまでスリーブでカバーす
る＊ 

ライトハンドルカバー＊	
  
（日本ヘルスケア歯科学会） 

アシスト側のバキューム	
  
スリーブでカバーをする＊ 

＊は、以前より実施している 

入手できない場合は、ラッ
プを巻き付けたり、セロ
テープで固定してもよい。 



治療中に手で操作する部
分はスリーブ、バリアフィ
ルムでカバーリング＊	
  
	
  
タービン、エンジンにも
カバーを検討している 

ワッテやバーなどの取り出
し用ピンセット＊ 

口腔内を触ったグ
ローブ、バキューム
を持ったアシスタ
ントのグローブで、
これらを触らない
ことが大事 



昼休み、診療後は、防護着を脱ぎ、使用していないユニットに、ハンガー
を設置して保管している。汚染が予想される部位には、アルコールをスプ
レーしている。	
  
現在は、ひとりあたり1週間に2枚の使用としているが、洗濯して再利用も
検討中である。 

防護着の管理 

昼休みにリラックスするためにも、何とかして防護着を
着用することをお勧めします。	
  
ウインドブレーカーやレインコートなどを代用すること
も可能です。また、ゴミ袋から作成する方法もあるよう
です。	
  



根管治療でデンタルX線撮影(IP)が必要な時は、ビニールでカバーすることに
より唾液感染のリスクをなくせる。 

CRやセメントなどの各種シリンジ類のカバーには、0.01ミリ厚のポリエチレン
袋を使っている。	
  
簡単に穴があくので、スリーブとして使えて重宝しています。スーパーなどで
も入手できると思います。	
  
	
  
モノタロウ　通販サイト 
ポリ袋バランスパック半透明　品番BPN9	
  厚さ0.01ミリ  寸法150×250mm	
  
 


